
医療労働者に「定期的・社会的」検査の実施を！ 

愛知県医労連が 

愛知県（1/14）、名古屋市（1/22）に 

「医療・介護・福祉労働者の PCR検査実施を求め

る緊急要請書」を提出！ 
愛知県医労連は、1月 14日愛知県知事あて、1月 22

日名古屋市長あてに「緊急要請書」を県の「感染症対

策課」に提出しました。 
 県内第 3波の「新型コロナウイルス感染症」拡大は

広がる一方で、日々の新規感染者数も 3 百人を超え、

「現感染者数」も３千人を越え、入院受入れ病床のひ

っ迫と、現感染者数の 5割を超える「自宅療養者」を

抱える深刻な状況となっています。 

 国や県の要請に応え、新たな「コロナ感染者」受入

れ病床の新設や増設を行う医療機関も増えつつある

中、多くの医療機関で、院内感染やクラスター発生を

起こしているにもかかわらず、「コロナ患者受入れ病

棟」で働く職員は元より、全職員を対象とした感染確

認検査（ＰＣＲ検査等）を行っていない実態が報告さ

れています。もちろん、個々人の感染の有無を正確に

確認しようとすれば、いつ感染し、発症するかわから

ない状況にあるため、毎日、職員の感染検査を行う必

要があります。しかし、その為には莫大な経費が必要

であり、少なくとも、医療労働者の安全と安心を確認

するために定期的な「社会的検査」を実施することが

本人や家族の安心にもつながり、ひいては、院内感染

対策としても重要です。全国の自治体では、本格的に

医療労働者や介護労働者への「社会的検査」を自治体

の責任で実施しているところも増加しています。その為の予算も、国の「臨時交付金」を使うことが出来る

制度となっており、自治体がコロナ感

染対策としての施策として決めれば実

現できることです。また、いくつかの自

治体では補助金が無くても、自治体の

責任で、自治体の持ち出し負担で実施

を決めたところもあります。県医労連

は愛知県と名古屋市に対し、医療・介

護・福祉労働者への社会的検査実施を

要請しました。 
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☆全国で取り組みが始まった 

「医療労働者」への 

ＰＣＲ検査等の情報 
 

 

 

 

 

 

 


